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北
陸
の
生
コ
ン
業
界
で
は
セ
メ
ン
ト
や
骨
材
、
運
送
費
な
ど
諸
資
材
価
格
の

高
騰
を
受
け
、
転
嫁
値
上
げ
の
動
き
が
本
格
化
し
て
い
る
。
主
要
都
市
で
先
行

し
た
の
が
新
潟
で
、
４
月
に
１
０
０
０
円
値
上
げ
し
た
。
石
川
、
富
山
、
福
井

の
各
協
同
組
合
は
６
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
値
上
げ
に
踏
み
切
る
。
た
だ
一
部

の
セ
メ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
で
再
値
上
げ
を
表
明
し
、
残
る
メ
ー
カ
ー
も
順
次
再
値

上
げ
す
る
可
能
性
が
高
い
。
さ
ら
に
、
骨
材
の
値
上
げ
も
予
想
さ
れ
、
今
後
の

諸
資
材
価
格
の
動
向
次
第
で
は
再
値
上
げ
を
検
討
す
る
生
コ
ン
協
組
が
相
次
ぎ

そ
う
だ
。

　
新
潟
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

協
同
組
合
（
新
潟
市
中
央

区
、
６
社
５
工
場
、
宇
﨑

修
一
理
事
長
）
は
生
コ
ン

価
格
を
４
月
契
約
分
か
ら

１
０
０
０
円
引
き
上
げ

た
。
同
協
組
は
昨
年
２
月

に
現
行
価
格
に
対
し
３
０

０
０
円
の
値
上
げ
を
打
ち

出
し
た
が
、
さ
ら
に
セ
メ

ン
ト
、
骨
材
値
上
げ
の
資

材
価
格
上
昇
分
を
販
売
価

格
に
転
嫁
し
た
。
一
方
、

セ
メ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
各
社

が
石
炭
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
制

導
入
や
１０
月
以
降
の
再
値

上
げ
を
表
明
。
宇
﨑
理
事

長
は
「
状
況
を
勘
案
し
て

新
し
い
打
ち
出
し
の
必
要

性
も
考
え
て
い
る
」
と
話

し
、
セ
メ
ン
ト
メ
ー
カ
ー

の
値
上
げ
表
明
が
出
そ
ろ

い
次
第
、
対
応
を
検
討
す

る
。

　
４
月
以
降
の
最
終
目
標

額
は
１
万
６
５
０
０
円

（
２１
・
８
・
２５
）
と
し
て

い
る
。
現
在
の
表
示
価
格

は
１
万
１
８
０
０
円
（『
建

設
物
価
』
８
月
号
）
と
４

７
０
０
円
の
開
き
が
あ
る

た
め
、
中
間
目
標
額
を
１

万
３
５
０
０
円
と
設
定
。

こ
れ
ま
で
ゼ
ネ
コ
ン
各
社

の
理
解
を
得
る
べ
く
段
階

を
踏
み
な
が
ら
達
成
を
目

指
し
て
き
た
。

　
宇
﨑
理
事
長
は
「
経
済

・
国
際
情
勢
な
ど
、
世
の

中
の
動
き
が
目
ま
ぐ
る
し

く
変
わ
っ
て
い
る
」
と
社

会
情
勢
の
変
化
を
指
摘

し
、
セ
メ
ン
ト
や
骨
材
な

ど
原
材
料
コ
ス
ト
の
さ
ら

な
る
ア
ッ
プ
が
見
え
て
き

た
こ
と
で
再
値
上
げ
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
と
し
て

い
る
。「
中
間
目
標
で
１

万
３
５
０
０
円
と
し
て
い

る
が
、
こ
こ
ま
で
急
激
な

コ
ス
ト
増
の
話
に
な
る
と

思
っ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
を

変
え
ざ
る
を
得
な
い
市
況

対
策
へ
の
速
度
感
が
必
要

に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

今
の
と
こ
ろ
生
コ
ン
市
況

は
じ
わ
じ
わ
上
が
っ
て
い

る
状
況
だ
。
こ
れ
は
員
外

社
も
同
じ
で
、
新
潟
地
区

は
生
コ
ン
価
格
を
上
げ
る

流
れ
に
は
な
っ
て
い
る
」

（
宇
﨑
理
事
長
）。

　
ま
た
、
契
約
済
み
物
件

に
つ
い
て
、
急
激
な
資
材

高
の
影
響
を
大
き
く
受
け

る
長
期
契
約
物
件
な
ど
を

対
象
に
価
格
対
応
を
要
請

す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

る
。
宇
﨑
理
事
長
は
「
今

後
早
期
に
出
荷
ベ
ー
ス
で

価
格
対
応
で
き
る
よ
う
な

環
境
づ
く
り
も
考
え
な
い

と
い
け
な
い
。
な
か
な
か

難
し
い
が
、
地
場
ゼ
ネ
コ

ン
を
中
心
に
理
解
を
得
な

が
ら
進
め
る
必
要
が
あ

る
」
と
話
す
。

　
骨
材
業
者
か
ら
の
値
上

げ
要
請
も
強
ま
っ
て
い

る
。
過
去
の
値
上
げ
で
希

望
額
ま
で
達
し
て
お
ら

ず
、
さ
ら
に
ダ
ン
プ
不

足
、
原
油
高
騰
も
影
響
し

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も

輸
送
コ
ス
ト
や
混
和
剤
な

ど
も
上
が
っ
て
お
り
、
セ

メ
ン
ト
以
外
の
諸
資
材
高

宇﨑理事長

騰
を
加
味
す
る
と
以
前
か

ら
取
り
組
ん
で
い
る
値
上

げ
達
成
は
不
可
欠
で
あ

る
。

　
６
月
に
国
土
交
通
省
や

経
済
産
業
省
が
県
や
地
方

自
治
体
に
対
し
市
場
に
お

け
る
最
新
の
取
引
価
格
の

把
握
に
努
め
る
よ
う
通
達

を
出
し
た
こ
と
を
受
け
、

宇
﨑
理
事
長
は
「
素
早
い

調
査
を
お
願
い
し
た
い
」

と
期
待
を
示
す
。
特
に
公

共
工
事
や
民
間
大
型
工
事

で
は
１
～
２
年
後
の
仕
事

の
積
算
を
現
時
点
で
入
れ

た
場
合
、
工
事
開
始
時
に

生
コ
ン
価
格
が
経
済
情
勢

に
全
く
合
わ
な
い
可
能
性

も
高
い
。「
現
状
の
経
済

情
勢
で
は
生
コ
ン
の
製
造

コ
ス
ト
が
下
が
る
こ
と
は

ま
ず
あ
り
え
な
い
。
発
注

か
ら
納
入
ま
で
長
期
に
わ

た
る
物
件
で
現
在
の
価
格

で
契
約
す
る
と
、
赤
字
で

の
受
注
と
な
る
。
県
や
自

治
体
に
要
請
し
て
い
る

が
、
積
算
価
格
を
改
定
し

た
場
合
は
、
既
契
約
物
件

で
あ
っ
て
も
、
単
価
を
反

映
さ
せ
て
ほ
し
い
」（
同
）。

　
一
方
、
員
外
（
６
社
８

工
場
）
対
応
で
は
協
組
加

入
を
促
す
こ
と
が
重
要
と

し
て
い
る
。
宇
﨑
理
事
長

は
「
原
材
料
コ
ス
ト
ア
ッ

プ
で
員
外
社
も
相
当
厳
し

い
対
応
を
迫
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
う
ち
数
社
と
は

積
極
的
に
面
談
し
、
意
見

交
換
を
行
っ
て
い
る
」
と

述
べ
、
組
織
率
を
上
げ
、

価
格
志
向
で
市
場
の
安
定

を
図
れ
る
よ
う
、
引
き
続

き
粘
り
強
い
対
話
を
重
ね

る
と
し
て
い
る
。

出
荷
の
出
足
低
調

　
今
年
度
の
出
荷
量
は
前

年
比
１７
・
１
％
減
の
１０
万

㎥
と
想
定
し
て
い
る
。
た

だ
、
想
定
以
上
に
出
足
が

鈍
く
、
４
～
６
月
は
前
年

同
期
比
３１
・
４
％
減
の
２

万
１
千
㎥
だ
っ
た
。「
昨

年
は
国
土
交
通
省
が
新
潟

東
、
西
両
港
の
消
波
ブ
ロ

ッ
ク
な
ど
を
発
注
し
た

が
、
今
年
は
こ
れ
ら
の
工

事
の
動
き
が
悪
い
」（
同
）

と
反
動
減
に
な
っ
て
い

る
。

　
今
後
、
万
代
地
区
の
大

型
マ
ン
シ
ョ
ン
（
２
年
間

で
約
３
万
５
千
㎥
）、
新

潟
駅
ビ
ル
（
約
４
千
㎥
）、

栗
ノ
木
バ
イ
パ
ス
工
事

（
４
工
区
で
約
７
千
㎥
）

の
発
注
が
あ
る
が
、
上
期

は
大
型
工
事
の
出
荷
予
定

が
少
な
く
、
出
荷
の
端
境

期
と
な
っ
た
。
宇
﨑
理
事

長
は
「
万
代
地
区
の
大
型

マ
ン
シ
ョ
ン
は
基
礎
工
事

が
終
わ
っ
て
、
年
度
末
ぎ

り
ぎ
り
に
高
強
度
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
打
設
が
あ
る
く

ら
い
と
見
て
い
る
。
た

だ
、
来
年
度
以
降
に
引
き

続
き
出
荷
で
き
る
と
見
込

ん
で
お
り
、
工
事
が
消
失

す
る
わ
け
で
は
な
い
」
と

語
る
。

　
例
年
行
っ
て
い
る
消
波

ブ
ロ
ッ
ク
工
事
も
下
期
以

降
、
発
注
さ
れ
る
見
通
し

と
い
い
、
下
期
の
反
転
に

期
待
を
寄
せ
る
。

新潟協組

価
格
志
向
で
安
定
目
指
す

市
況
対
策
に
速
度
感
必
要

　
北
越
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

協
同
組
合
（
新
潟
県
村
上

市
、
１４
社
９
工
場
、
松
山

晴
久
理
事
長
）
は
５
月
引

合
分
か
ら
１
５
０
０
円
の

値
上
げ
を
行
っ
た
。
セ
メ

ン
ト
を
は
じ
め
、
骨
材
、

混
和
剤
な
ど
の
諸
資
材
価

格
高
騰
に
加
え
、
運
送
費

ア
ッ
プ
で
製
造
原
価
が
上

昇
し
、
各
社
で
吸
収
す
る

こ
と
が
困
難
な
こ
と
か
ら

３
月
に
改
定
を
表
明
し
て

い
た
。
た
だ
、
そ
の
後
の

セ
メ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
の
再

値
上
げ
表
明
が
出
る
な
ど

コ
ス
ト
ア
ッ
プ
が
続
い
て

お
り
、
今
後
の
価
格
に
つ

い
て
も
慎
重
に
検
討
す
る

方
針
で
あ
る
。

　
同
協
組
で
は
資
材
価
格

高
騰
で
１
㎥
当
た
り
２
０

０
０
円
弱
の
ア
ッ
プ
に
な

る
と
試
算
。
自
助
努
力
で

吸
収
す
る
こ
と
が
不
可
能

と
判
断
し
、
１
５
０
０
円

値
上
げ
を
打
ち
出
し
た
。

現
在
の
村
上
市
の
表
示
価

格
が
１
万
６
５
０
０
円

（
２１
・
１８
・
２５
）
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
同
協
組
で
は

１
万
８
０
０
０
円
の
早
期

反
映
を
両
調
査
会
に
申
し

入
れ
る
。

　「
隣
接
す
る
庄
内
生
コ

ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
が

４
月
に
３
０
０
０
円
の
値

上
げ
を
打
ち
出
し
、
６
月

に
は
両
調
査
会
の
酒
田
の

表
示
価
格
に
反
映
さ
れ

た
。
毎
月
１０
日
締
め
切
り

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
５

月
は
連
休
な
ど
を
考
慮
す

る
と
実
質
的
に
３
週
間
の

調
査
で
価
格
が
改
定
さ
れ

北越協組

表
示
改
定
を
働
き
か
け

ス
ピ
ー
ド
感
持
っ
た
対
応
を

て
い
る
。
状
況
が
状
況
だ

け
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

た
対
応
が
求
め
ら
れ
る
の

で
、
新
潟
の
両
調
査
会
に

も
早
急
な
対
応
を
お
願
い

し
た
い
」（
協
組
）。

　
ま
た
、
同
協
組
は
新
潟

県
下
の
他
協
組
と
同
様
に

１
月
か
ら
ス
ラ
ン
プ
フ
リ

ー
に
取
り
組
み
、
高
ス
ラ

ン
プ
側
の
価
格
帯
を
一
律

適
用
と
し
た
。
土
木
向
け

を
中
心
に
ス
ラ
ン
プ
値
差

を
な
く
し
、
現
場
が
求
め

る
配
合
で
の
発
注
を
促
す

た
め
だ
。
た
だ
、
両
調
査

会
表
示
へ
の
反
映
も
遅
れ

て
お
り
、
村
上
市
は
未
改

定
。
こ
ち
ら
も
高
ス
ラ
ン

プ
側
と
同
一
の
表
示
改
定

を
求
め
て
い
く
。

今
年
度
は
増
加
へ

　
今
年
度
の
出
荷
想
定
は

前
年
比
５
・
９
％
増
の
５

万
４
千
㎥
。
４
～
６
月
出

荷
量
は
前
年
同
期
比
２６
・

７
％
増
の
１
万
６
千
㎥
だ

っ
た
。
高
規
格
道
路
の
朝

日
温
海
道
路
（
朝
日
ま
ほ

ろ
ば
～
あ
つ
み
温
泉
）
の

う
ち
、
山
形
県
境
ま
で
同

協
組
が
生
コ
ン
を
納
入
す

る
。
現
在
、
２
号
、
４
号

の
両
ト
ン
ネ
ル
工
事
が
本

格
化
し
て
い
る
。
開
業
ま

で
時
間
が
か
か
る
も
よ
う

で
、
同
工
事
向
け
出
荷
が

し
ば
ら
く
続
く
。

　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
圧
送
大

手
の
川
端
工
業
（
福
井

市
、
０
７
７
６
・
５９
・
２

３
３
６
、
中
村
光
宏
社

長
）
は
モ
バ
イ
ル
コ
ン
ク

リ
ー
ト
ミ
キ
サ
車
を
活
用

し
た
透
水
性
コ
ン
ク
リ
ー

ト
や
特
殊
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
製
造
・
販
売
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
特
に
透
水
性

コ
ン
ク
リ
ー
ト
「
ス
マ
イ

ル
コ
ン
ク
リ
ー
ト
」（
ス
マ

コ
ン
）
は
福
井
県
を
中
心

に
近
県
の
石
川
、
富
山
、

滋
賀
で
採
用
実
績
を
伸
ば

し
て
お
り
、
最
近
で
は
大

和
ハ
ウ
ス
工
業
が
発
注
す

る
工
事
へ
の
納
入
も
計
画

さ
れ
て
い
る
。

　
ス
マ
コ
ン
は
エ
コ
シ
ス

テ
ム
（
石
川
県
能
美
市
、

高
田
実
社
長
）
が
開
発
し

た
廃
瓦
を
使
用
し
た
舗
装

材
「
Ｋ
―
グ
ラ
ン
ド
」
技

術
を
も
と
に
、
モ
バ
イ
ル

ミ
キ
サ
車
で
製
造
す
る
も

の
。
使
用
材
料
は
廃
瓦
の

ほ
か
、
セ
メ
ン
ト
、
砂
、

水
だ
け
で
、
混
和
剤
は
基

本
的
に
使
わ
な
い
。

　
施
工
は
モ
バ
イ
ル
ミ
キ

サ
車
で
出
向
き
、
現
場
で

こ
れ
ら
の
材
料
を
練
り
混

ぜ
、
打
設
す
る
。
ま
た
、

顔
料
を
用
い
る
こ
と
で
エ

ク
ス
テ
リ
ア
と
し
て
の
見

栄
え
も
よ
く
な
る
。
色
は

９
色
か
ら
選
択
で
き
、
一

般
的
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗

装
と
景
観
面
で
差
別
化
を

図
る
。
施
工
実
績
は
民
間

住
宅
の
土
間
や
民
間
施
設

の
歩
道
、
駐
車
場
な
ど
が

大
半
を
占
め
て
い
る
。
月

間
施
工
面
積
は
５
０
０
～

川端工業

透
水
コ
ン
の
実
績
伸
ば
す

ス
マ
コ
ン 

大
和
ハ
ウ
ス
が
採
用

６
０
０
㎡
あ
り
、
生
コ
ン

換
算
で
約
２
０
０
㎥
、
約

３
６
０
㌧
の
廃
瓦
を
有
効

活
用
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
戸

建
住
宅
回
り
が
多
か
っ
た

が
、「
近
年
は
公
共
工
事

で
の
納
入
実
績
も
出
て
い

る
。
越
前
市
の
公
園
で
約

２
５
０
㎡
打
設
し
た
ほ

か
、
学
校
関
係
で
も
納
入

実
績
が
あ
る
。
設
計
段
階

で
『
ス
マ
コ
ン
』
と
入
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

北
陸
地
方
を
中
心
に
実
績

を
伸
ば
し
た
い
」（
中
村
社

長
）。
さ
ら
に
、
福
井
県
内

で
建
設
予
定
の
大
和
ハ
ウ

ス
工
業
発
注
工
事
で
も
６

５
０
㎡
採
用
予
定
で
、
同

工
事
を
弾
み
に
大
和
ハ
ウ

ス
工
業
工
事
で
の
本
格
参

入
も
ね
ら
う
。

　
新
規
事
業
の
拡
大
も
図

っ
て
い
る
。
特
に
モ
バ
イ

ル
ミ
キ
サ
車
を
用
い
た
事

業
を
強
化
し
て
お
り
、
特

殊
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
製
造

に
よ
る
補
修
事
業
や
山
間

部
、
離
島
な
ど
生
コ
ン
供

給
が
困
難
な
地
域
で
の
生

コ
ン
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
今
月
か
ら

床
研
磨
事
業
に
も
乗
り
出

し
た
。
特
殊
清
掃
、
警

備
、
土
木
工
事
な
ど
を
行

う
エ
イ
ト
（
東
京
都
八
王

子
市
、
門
倉
裕
社
長
）
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
研
磨
「
ポ

リ
ッ
シ
ュ
コ
ン
ク
リ
ー

ト
」
技
術
を
導
入
し
た
。

６
月
２８
、
２９
両
日
に
は
同

社
関
係
者
が
来
社
し
、
直

接
社
員
に
技
術
指
導
を
行

っ
て
い
る
。
今
後
、
施
工

実
績
を
重
ね
、
新
た
な
事

業
の
柱
に
加
え
る
方
針

だ
。

　
本
業
の
圧
送
工
事
は
福

井
、
石
川
両
県
を
中
心
に

実
績
を
重
ね
て
い
る
。
福

井
駅
前
の
再
開
発
事
業
な

ど
も
控
え
、
一
定
の
工
事

量
は
抱
え
る
見
込
み
。
た

だ
、
圧
送
業
そ
の
も
の
の

先
行
き
は
厳
し
い
こ
と
か

ら
、
主
要
事
業
で
あ
る
こ

と
は
変
わ
ら
な
い
が
、
圧

送
業
の
比
率
を
下
げ
る
と

し
て
い
る
。

　
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー

シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

・
サ
ー
ビ
ス
）
を
用
い
た

宣
伝
効
果
も
大
き
く
、
１０

～
２０
代
に
影
響
力
の
高
い

同
社
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

の
フ
ォ
ロ
ー
数
は
４
０
０

０
人
を
超
え
て
い
る
。
投

稿
す
る
た
び
に
多
数
の

「
い
い
ね
！
」
が
つ
く
な

ど
、
発
信
力
を
強
化
し
て

い
る
。

床研磨を施した奥側と見栄えに差が出る

　
新
潟
県
の
生
コ
ン
業
界

で
は
残
コ
ン
・
戻
り
コ
ン

処
理
の
有
償
化
に
力
を
入

れ
て
い
る
。
新
潟
県
生
コ

ン
ク
リ
ー
ト
工
業
組
合

（
新
潟
市
中
央
区
、
三
友

泰
彦
理
事
長
）
は
残
コ
ン

・
戻
り
コ
ン
処
理
の
有
償

化
を
提
案
し
、
先
進
地
区

の
視
察
を
経
て
、
県
内
各 三友理事長

協
組
が
昨
年
度
か
ら
本
格

実
施
に
移
し
た
。
同
工
組

は
ス
ラ
ン
プ
フ
リ
ー
も
推

奨
し
、
県
内
各
協
組
は
昨

秋
か
ら
今
年
に
か
け
て
価

格
差
廃
止
に
舵
を
切
っ
た
。

　
同
工
組
は
残
コ
ン
・
戻

り
コ
ン
の
有
償
化
に
つ
い

て
以
前
か
ら
議
論
を
重
ね

て
お
り
、
山
形
中
央
生
コ

ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合
へ

の
視
察
も
行
っ
た
。
併
せ

て
新
潟
県
の
県
民
生
活
・

環
境
部
（
当
時
）
に
も
相

談
し
、
県
と
し
て
環
境
保

全
の
た
め
に
は
ど
う
す
る

の
が
良
い
か
と
い
っ
た
意

見
を
交
わ
し
、
産
廃
量
削

減
と
い
う
点
か
ら
残
コ
ン

・
戻
り
コ
ン
の
有
償
化
が

望
ま
し
い
と
い
う
回
答
を

得
た
。
こ
の
件
を
も
と
に

工
組
理
事
会
で
議
論
し
、

各
協
組
で
有
償
化
す
る
こ

と
で
見
解
の
一
致
を
見

た
。
昨
年
度
か
ら
各
協
組

で
残
コ
ン
・
戻
り
コ
ン
の

有
償
化
事
業
を
始
め
て
い

る
。
三
友
理
事
長
は
「
難

し
い
と
い
う
声
も
一
部
に

あ
っ
た
が
、
実
際
に
行
っ

て
み
た
ら
、
社
会
的
な
要

請
か
ら
環
境
問
題
を
解
消

し
な
い
と
い
け
な
い
点
を

顧
客
で
あ
る
ゼ
ネ
コ
ン
も

理
解
さ
れ
た
。
１
年
た
ら

ず
で
県
下
全
域
で
制
度
が

浸
透
し
、
各
工
場
で
出
る

産
廃
処
理
量
も
確
実
に
減

っ
た
」
と
話
す
。

　
残
コ
ン
・
戻
り
コ
ン
の

有
償
化
の
取
り
組
み
は
山

形
中
央
協
組
方
式
を
踏
襲

し
た
。
荷
卸
し
後
に
残
量

確
認
シ
ー
ト
に
沿
っ
て
残

コ
ン
量
を
確
認
伝
票
に

「
残
コ
ン
・
戻
り
コ
ン
確

認
書
」
の
シ
ー
ル
を
張
り

付
け
、
後
日
請
求
す
る
。

金
額
は
協
組
に
よ
っ
て
異

な
る
が
、
１
㎥
当
た
り
５

０
０
０
円
と
す
る
と
こ
ろ

が
多
い
。

　
ス
ラ
ン
プ
フ
リ
ー
も
工

組
で
議
論
を
重
ね
た
。
こ

れ
ま
で
、
同
じ
強
度
で
も

土
木
は
低
ス
ラ
ン
プ
の
た

め
、
建
築
に
比
べ
５
０
０

円
安
か
っ
た
。
し
か
し
、

施
工
側
は
低
ス
ラ
ン
プ
の

中
で
も
許
容
範
囲
で
や
わ

ら
か
め
発
注
す
る
ケ
ー
ス

が
あ
り
、「
こ
う
し
た
こ
と

自
体
が
正
し
い
配
合
で
な

く
、
品
質
に
も
影
響
し
て

く
る
こ
と
を
懸
念
し
て
い

た
」（
三
友
理
事
長
）。
そ

こ
で
、
新
潟
県
技
術
管
理

課
と
話
し
合
い
を
持
ち
、

問
題
を
是
正
す
る
た
め
に

ス
ラ
ン
プ
の
価
格
差
（
値

差
）
を
撤
廃
、
高
ス
ラ
ン

プ
側
の
価
格
帯
の
一
律
適

用
を
要
望
し
た
。
そ
の
結

果
、「
品
質
第
一
の
観
点

か
ら
、
同
一
強
度
同
一
価

格
に
理
解
を
い
た
だ
い

た
」（
同
）
と
し
、
昨
秋
か

ら
今
年
１
月
に
か
け
て
県

内
全
協
組
で
ス
ラ
ン
プ
フ

リ
ー
と
し
、
高
ス
ラ
ン
プ

側
の
価
格
帯
を
一
律
適
用

に
改
め
た
。
た
だ
、
県
や

市
町
村
工
事
の
発
注
が
少

な
く
、
県
や
両
調
査
会
の

表
示
価
格
の
改
定
が
遅
れ

て
お
り
、
８
月
号
ま
で
に

改
定
さ
れ
た
の
は
三
条
と

佐
渡
、
柏
崎
、
五
泉
な

ど
。
各
生
コ
ン
協
組
で
は

引
き
続
き
高
ス
ラ
ン
プ
側

と
同
一
の
表
示
改
定
を
求

め
て
い
く
。

　
県
下
の
生
コ
ン
協
同
組

合
で
は
２
月
か
ら
５
月
に

か
け
て
諸
資
材
価
格
高
騰

を
受
け
、
１
０
０
０
～
２

０
０
０
円
の
値
上
げ
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
が
多
い
。

し
か
し
、
現
時
点
で
両
調

査
会
の
表
示
価
格
に
反
映

さ
れ
た
と
こ
ろ
は
な
く
、

新
潟
県
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

協
同
組
合
連
合
会
を
通
じ

て
両
調
査
会
へ
の
働
き
か

け
を
強
め
て
い
る
。
三
友

理
事
長
は
「
国
土
交
通

省
、
経
済
産
業
省
の
通
達

に
沿
っ
て
、
今
後
改
定
が

進
む
こ
と
を
期
待
し
た

い
。
他
の
支
部
の
報
告
で

は
毎
月
の
契
約
書
を
翌
月

１０
日
ま
で
に
出
せ
ば
翌
月

の
表
示
価
格
に
反
映
さ
せ

る
形
に
ル
ー
ル
を
変
え
た

と
聞
い
て
い
る
。
さ
ら

に
、
実
績
ベ
ー
ス
で
な

く
、
契
約
ベ
ー
ス
で
徹
底

さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
出

荷
量
が
少
な
く
て
も
契
約

書
を
細
か
く
持
ち
込
ん
で

出
せ
ば
そ
れ
な
り
に
対
応

す
る
と
聞
い
て
い
る
の

で
、
各
協
組
で
両
調
査
会

対
応
を
徹
底
し
た
い
」
と

説
明
す
る
。
特
に
セ
メ
ン

ト
に
つ
い
て
は
太
平
洋
セ

メ
ン
ト
が
９
月
か
ら
石
炭

サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
導
入
、

１０
月
か
ら
Ｕ
Ｂ
Ｅ
三
菱
セ

メ
ン
ト
の
値
上
げ
な
ど
が

控
え
、「
値
上
げ
が
こ
れ
で

一
段
落
と
は
な
ら
な
い
」

（
同
）
と
見
込
み
、
早
急

に
価
格
反
映
さ
せ
る
こ
と

が
重
要
だ
と
指
摘
す
る
。

４
地
区
で
増
加
予
想

　
新
潟
工
組
員
の
今
年
度

出
荷
量
は
前
年
度
比
６
・

４
％
減
の
１
０
０
万
㎥
と

想
定
し
て
い
る
。
増
加
予

想
は
北
越
、
新
潟
東
部
、

柏
崎
、
佐
渡
の
４
地
区
。

ま
た
、
三
蒲
は
１１
・
２
％

減
の
１２
万
㎥
だ
が
、
例
年

だ
と
１０
万
㎥
前
後
の
た

め
、
高
水
準
に
あ
る
と
い

う
。
４
～
６
月
の
出
荷
量

は
１０
・
６
％
減
の
２４
万
３

千
㎥（
速
報
値
）だ
っ
た
。

地
区
別
で
は
北
越
、
佐

渡
、
長
岡
、
柏
崎
の
４
地

区
が
プ
ラ
ス
。
特
に
長
岡

は
６５
・
３
％
増
と
大
き
く

増
え
て
い
る
。
三
友
理
事

長
は
「
木
津
信
明
長
岡
支

部
長
に
よ
る
と
去
年
が
少

な
す
ぎ
た
と
話
し
て
い
る

が
、
長
岡
駅
周
辺
の
市
街

地
再
開
発
や
北
陸
自
動
車

道
長
岡
北
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

周
辺
の
整
備
事
業
が
本
格

化
し
た
た
め
」
と
説
明
す

る
。政

治
連
盟
を
設
立

　
ま
た
、
三
友
理
事
長
は

今
年
度
、
新
潟
県
生
コ
ン

ク
リ
ー
ト
政
治
連
盟
を
設

立
し
た
。「
工
組
、
協
組

連
は
政
治
活
動
に
立
ち
入

れ
な
い
た
め
、
両
組
織
と

は
独
立
し
た
別
団
体
」

（
同
）
と
し
た
う
え
で
、

新
潟
県
内
の
生
コ
ン
会
社

経
営
者
に
加
入
を
促
し
、

賛
同
し
た
人
た
ち
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。
年
会
費
は

１
万
円
で
、
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
は
別
途
負
担
と
い
う
。

三
友
理
事
長
は
「
保
守
系

の
県
会
議
員
と
の
意
見
交

換
会
を
開
き
、
需
要
の
開

拓
や
生
コ
ン
産
業
へ
の
理

解
を
深
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
。
現
状
で
は
郡
部

の
生
コ
ン
工
場
が
維
持
で

き
な
い
ケ
ー
ス
も
想
定
さ

れ
、
災
害
発
生
時
に
対
応

で
き
な
い
と
こ
ろ
が
出
て

き
か
ね
な
い
。
プ
ラ
ン
ト

を
維
持
す
る
た
め
に
も
生

コ
ン
出
荷
量
を
一
定
量
確

保
す
る
こ
と
を
政
策
的
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、

生
コ
ン
産
業
へ
の
認
識
を

同
一
に
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
語
り
、
ロ
ビ
ー
活

動
の
重
要
性
か
ら
団
体
を

立
ち
上
げ
た
と
い
う
。
さ

ら
に
国
政
選
挙
や
県
知
事

選
挙
へ
の
後
援
も
行
い
、

５
月
の
知
事
選
で
は
花
角

英
世
知
事
が
再
選
を
果
た

し
た
ほ
か
、
今
月
１０
日
の

参
議
院
選
で
は
６
年
ぶ
り

に
自
民
党
が
議
席
奪
還
に

成
功
し
た
。

新潟工組

県
全
域
で
残
コ
ン
有
償
化

産
廃
処
理
量
削
減
に
効
果

■各種セメント　　　　　　　　■フィラー
■石灰石（鉄鋼・化学用・砕石）　■ジオセット
■タンカル

販売品目

新潟県糸魚川市上刈7-1-1   〒941-0064
(025)552-2011㈹   FAX(025)552-5855

新潟県糸魚川市田海4491   〒949-0303
(025)562-2200　   FAX(025)562-5508

本社・工場

田 海 鉱 山

https://www.myojyo-cement.co.jp

全国生コンクリート工業組合連合会北陸地区本部
本部長　三 友 泰 彦

〒９50－0983　新潟市中央区神道寺1丁目4番14号　ＴＥＬ　025－241－2354

新潟県生コンクリート工業組合　
〒９５０－０９８３　新潟市中央区神道寺１－４－１４

理事長　三　友　泰　彦
ＴＥＬ　０２５－２４１－２３５４

富山県生コンクリート工業組合
〒９３９－３５５１　富山市水橋中村４５６－１

理事長　酒　井　正　人
ＴＥＬ　０７６－４７９－６７８５

石川県生コンクリート工業組合
〒９２１－８０４３　金 沢 市 西 泉３－３３－１

理事長　村　井　啓　介
ＴＥＬ　０７６－２４２－１４０１

福井県生コンクリート工業組合
〒９１０－２１７８　福井市栂野町２１－５－１

理事長　上　木　雅　晴
ＴＥＬ　０７７６－５２－１４００

富

山

交

易

株

式

会

社

富
山
市
寺
町
二
―
四
二
五
―
一

電
話
〇
七
六
（
四
四
一
）
二
一
三
一

藤

川

商

産

株

式

会

社

高

岡

市

四

ツ

屋

八

三

七

電
話
〇
七
六
六
（
二
三
）一
三
五
七

福

鶴

酒

造

株

式

会

社

富
山
市
八
尾
町
西
町
二
三
五
二

電
話
〇
七
六
（
四
五
五
）
二
七
二
七

金
沢
セ
メ
ン
ト
商
事
株
式
会
社

金
沢
市
駅
西
本
町
一
―
八
―
二
五

電
話
〇
七
六
（
二
六
二
）一
一
五
一

株

式

会

社

セ

ザ

ワ

金
沢
市
増
泉
一
―
四
二
―
七

電
話
〇
七
六
（
二
四
二
）
〇
七
〇
七

株

式

会

社

叶

商

会

金
沢
市
中
村
町
一
〇
―
二
七

電
話
〇
七
六
（
二
四
三
）
三
三
一
一

東
亜
工
業
株
式
会
社
　

福
井
営
業
所

福
井
市
江
端
町
三
六
字
一
五

電
話
〇
七
七
六
（
三
八
）
五
二
〇
〇

柴

田

商

事

株

式

会

社

福
井
市
二
の
宮
四
―
一
七
―
五

電
話
〇
七
七
六
（
二
二
）一
七
六
五

三
谷
商
事
株
式
会
社
　

北
陸
支
社

福

井

市

豊

島
一
―

三

―
一

電
話
〇
七
七
六
（
二
〇
）
三
一
二
〇

住
友
大
阪
セ
メ
ン
ト
株
式
会
社
特
約
販
売
店

 

越　
　

路　
　

会
北 陸 支 店
支店長  安原史喬

【北陸支店】
〒920-0031石川県金沢市広岡3-1-1

金沢パークビル4F
Tel:076-233-5141 Fax:076-233-5147


